
　【図１】 坂戸市における自殺者数の推移

　【図２】 坂戸市における性別・年代別自殺者数（H27-R4） ※R4は暫定値

坂戸市の自殺者の状況

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

平成２７年から令和４年の本市における自殺者数の推移である。

性別では平成３０年を除き、男性の自殺者が女性より多い傾向にある。

令和３年自殺死亡率20.87と比較して令和４年自殺死亡率13.96と減少傾向となっており、

内訳として、男性の自殺者数は減少しており、女性は横ばいである。

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

平成２７年から令和４年の本市における性別・年齢別の自殺者数である。

男性の年齢別自殺者は、４０歳代が最も多く、次いで７０歳代が多い。

女性の年齢別自殺者は、５０歳代が最も多く、次いで４０歳代が多い。
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坂戸市における性別・年代別自殺者数（H27-R3)
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資料１


